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工　事　概　要

ＭＦＬＰ市川塩浜Ⅱ　年３月完 成
高い機能性と使いやすさを実現

（６）（第３種郵便物認可） ２０２２年　（令和４年）　３月２４日　（木曜日）

■工　事　名　称：三井不動産ロジスティクスパーク市川
塩浜Ⅱ新築工事

■建　築　主：三井不動産株式会社
■工　事　場　所：千葉県市川市塩浜１－
■設計・監理：鹿島建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：柱ＲＣ・梁Ｓ造地上４階建て。

建築面積，．㎡
延床面積，．㎡
最高高さ．ｍ

■工　　　期：年８月～年３月
地上外観・一部を除く施設内撮影：雁光舎　野田東徳
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　このたび、千葉県市川市の湾岸部で開発

を進めてまいりました「三井不動産ロジス
ティクスパーク市川塩浜Ⅱ（ＭＦＬＰ市川
塩浜Ⅱ）」が完成いたしました。コロナ禍
が続く中で、日々感染対策を講じながら期
日通り高品質な施設をお納めいただいた鹿
島建設様をはじめ工事関係者皆さまに感謝
いたします。
　「ＭＦＬＰ市川塩浜Ⅱ」は、月島機械様

の市川工場跡地の有効活用、価値の最大化
を図ることを目的として両社で計画した大
規模マルチテナント型物流施設です。首都
高速湾岸線、東京外環道、東関東自動車道
など主要幹線道路へのアクセスが良く、都
心・千葉エリアを対象とした地域配送だけ
でなく首都圏をカバーする広域配送の戦略
拠点としてご活用いただけます。市川市周
辺は居住人口が多く労働力の確保にも優れ

ており、おかげさまで満床稼働を開始する
ことができました。
　南北両面のランプウェイから各階にトラ
ックが接車できる広大な空間を生かし、自
動化システムを取り入れた最新鋭の倉庫と
して使用可能な高い機能性と使いやすさを
実現しています。また施設への入り口を１
階と２階に用意することで入館時の混雑を
緩和し、ソーシャルディスタンスへの配慮
を行うとともに、感染症への対策を実施し
ました。
　ＢＣＰ対応としましては基礎免震構造を

採用しているほか、停電時に時間平時と
変わらぬ稼働が可能な非常用電源を備えて
います。屋根には太陽光発電パネルの設置
を計画しており、再生可能エネルギーの利
用や遮熱効果による省エネ性能の高い物流
施設となります。　
　引き続き当社は、お客さまの多様なニー
ズにお応えし、事業の拡大に貢献できる物
流施設の開発に取り組んでまいります。

三井不動産株式会社　ロジスティクス本部

エントランス 倉庫フロア
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ＫＩＰ－ＲＣ構法と職人の経験を駆使

（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　３月２４日　（木曜日）

搬出用斜路

　計画地は東京湾に浮かぶ市川埠頭で、三番瀬の美
しい風景を臨めます。海と共存する市川塩浜の地歴
や土地性から、海辺のリゾート地をイメージしてデ
ザインコンセプトを「シーサイドリゾート」としま
した。
　大開口を持つ天井高．ｍの執務室、貸会議室・
ＶＩＰラウンジ併設のカフェテリア、シーサイドテ
ラス、リフレッシュコーナーやバルコニーを計画し、
働く人々が誇りに思えるような施設づくりを目指し
ています。
　構造は、弊社のＫＩＰ－ＲＣ構法（柱ＲＣ・梁Ｓ
造）を採用し、倉庫有効高さ．ｍを確保しつつ、
物流倉庫として合理的なスパン構成とし、保管効率
の高い倉庫空間の実現と経済性を両立しました。

　更に免震構造を採用し、建物の安全性を確保して
います。
　環境配慮として、太陽光発電、雨水再利用設備、
電気自動車用充電設備、ハイブリッド照明を採用し
ました。また、ＢＣＰ対応として、高潮津波対策を
踏まえたフロアレベルの設定、時間稼働可能な非
常用発電機の設置、防災備蓄倉庫の設置等、安全・
安心に配慮しています。
　施設の利便性・快適性に配慮した建物とするため、
トイレ利用状況やカフェテリア混雑状況の見える
化、入居者の顔認証による入館手続き等を行ってい
ます。
　鹿島建設株式会社
　建築設計本部　建築設計統括グループ　松田行裕
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就業者や来場者を受け入れる区画を持つ建物 北側からの外観


